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質疑応答・意見交換
論点（案）

◼ 今後必要となる適応施策・途上国支援策・ファイナンスのあり方とは？

◼ 企業・NGO・市民・国際機関・メディア等の役割とは？

◼ 日本がCOP29等で世界に打ち出す・展開すべきことは？

世界の2050年以降の温室効果ガスネットゼロを待たずに、気候変動による
悪影響/被害を適応策の実装によって防止・軽減することが必要。そのため
には、多様な取組の実践とアイデアが求められる。本セミナーでは、 COP28
や日本政府の取組等を踏まえ、今後を検討（アイデア出し）。



JACSES提言レポート（2024年3月末発行予定）

「日本発の
気候変動適応・ロス&ダメージ対策

推進のための提案
~国際社会のレジリエンス強化に向けて~」

〈提案要旨〉







提案１．全体的方向性：
適応・ロス＆ダメージ対応のための政策・野心・行動強化と
最も脆弱な国/地域/人々/グループの支援

➢ 日本は、国内・世界の適応策を推進する政策・野心・行動の強化と途上国へ
の適応・ロス＆ダメージ対策支援、特に、最も脆弱な国/地域/人々/グループへ
の配慮・支援の実践に貢献し、他国・国際機関への連携を呼びかける。

➢ 適応力向上のために、脆弱層への雇用環境改善等、生活基盤整備を含めた
支援や既存の不平等を克服する取組もステークホルダーと連携して推進する。



提案２．適応サイクル：
現状把握/リスク予測・計画/政策構築・ステークホルダー参画・能力
開発・報告の推進

➢ 気候変動の現状/影響/リスク把握/予測の一環として、様々なデータの集積/モニ
タリングのための人工衛星・センサー等の先端技術の開発/精度向上/社会実装
を進める。

➢ 国内外の脆弱な立場におかれやすい人々/グループ/地域の気候変動による影響
/リスク把握/分析・適応策検討/支援を強化する。

➢ 国内外の適応策推進に際し、影響を受けやすい当事者の声の収集・当事者や
彼らを支援する専門家も含めた多様なステークホルダーの参画・対話を促進する。
また、適応・緩和両面での多様な取組への活躍を後押しするためのエンパワーメン
トを支援。

➢ 途上国の気候変動影響評価・適応計画/政策策定・気候資金アクセスのための
キャパシティビルディングへの支援を進める。また、「適応報告」を途上国に促しつつ、
そのための支援を世界に呼びかける。

➢ 民間セクター・市民等の取組推進のために、適応・ロス＆ダメージ対策に関する更
なる啓発/教育を推進する。



出典）UNFCCC
https://unfccc.int/topics/adaptation-and-resilience/the-big-picture/introduction

適応サイクル



提案３．ファイナンス：
レジリエンス強化のための様々な資金活用・連携促進

➢ 環境社会配慮を徹底しつつ、適応策に対する民間資金導入をさらに後押し

する。

➢ 国連メカニズムや多国間開発銀行との連携による、貧困層・脆弱層を含む

適応・ロス＆ダメージ対策を支援する。

➢ 企業・民間セクターの有する適応関連技術/製品/サービス/ノウハウの更なる

活用が必要であり、二国間協力・多国間協力プロジェクトへの参画を促進。

また、環境社会配慮を徹底しつつ、適応ビジネスの更なる後押しが必要。

➢ 国内外の脆弱層の対策推進のため、NGOとの連携/支援を強化する。

➢ COP29にて合意が目指される気候資金目標の議論等が、脆弱な立場にお

かれやすい人々/グループへの気候変動適応・ロス＆ダメージ対策の後押しに

なるよう働きかける。



気候変動対応のための民間投資・ESG金融

増加

注目が不十分

莫大な資金が必要であり、
民間資金も不可欠

エネルギー起源
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削減対策

適応対策





提案４．適応・ロス＆ダメージ対応のための多様な具体策の実装：
環境・社会・経済課題の統合的解決に向けて

➢ 「食料・水・エネルギー等の資源アクセス」「Coolingアクセス」「早期警戒システム」
「居住環境/インフラ整備/まちづくり」といった分野を含め、他国・様々な組織と連
携し、適応・ロス＆ダメージ対策の国内外の実装取組支援を強化する。

➢ 適応策の中には温室効果ガス削減（緩和）にも貢献するものも多い。「気候変
動適応のための自然を基盤とした解決策」は、SDG14（海洋保全）・SDG15
（陸域生態系保全）にも貢献可能。さらに、適応策は、SDGsの他の目標達成
にも貢献できる。

➢ 各省庁の施策立案・評価における気候変動リスク・貢献の視点を更に組み込む。
逆に、気候変動関連施策の立案・評価においても、SDGsの他ゴールの観点
（例えば、ジェンダー配慮・雇用・貧困等）を更に組み込む。

➢ ロス＆ダメージ対策は、資金措置に加え、脆弱層の損失と損害に対処する実践
を促すべく、「サンティアゴ・ネットワーク」による技術支援等も重要。



7つのテーマ別目標

出典）GlaSS決定文書
https://unfccc.int/sites/default/files/resource/cma5_auv_8a_gga.pdf




	スライド 1:   ウェビナー ＜COP28からCOP29へ＞ 「主流化する「適応」の最新動向と今後の施策・支援・取組の展望  ～気候変動による悪影響・被害を防ぐための日本の役割とは～」  意見交換のための論点整理と 適応取組/途上国支援策に関する提起
	スライド 2: 質疑応答・意見交換 論点（案）
	スライド 3:  JACSES提言レポート（2024年3月末発行予定）  「日本発の 気候変動適応・ロス&ダメージ対策 推進のための提案 ~国際社会のレジリエンス強化に向けて~」 〈提案要旨〉
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6: 提案１．全体的方向性： 適応・ロス＆ダメージ対応のための政策・野心・行動強化と 最も脆弱な国/地域/人々/グループの支援
	スライド 7: 提案２．適応サイクル： 現状把握/リスク予測・計画/政策構築・ステークホルダー参画・能力開発・報告の推進
	スライド 8
	スライド 9: 提案３．ファイナンス： レジリエンス強化のための様々な資金活用・連携促進
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12: 提案４．適応・ロス＆ダメージ対応のための多様な具体策の実装：環境・社会・経済課題の統合的解決に向けて
	スライド 13
	スライド 14

